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はしがき 
 相模湾では1977年から探海篭網漁業が開始された。開

始当初はイバラガニモドキを対象に，翌1978年５月から

はアカザエビも対象に操業されたが，アカザエビもイバ

ラガニモドキと同じく開発して１年間位が漁獲のピーク

で，1979年の春から減少傾向を示した（清水ら1984）。

現在では，当該漁業者の自主規制によって１日１隻当た

り20kg前後の漁獲で推移している。この水揚量の減少は

水揚価格の上昇を招き，現在では，開発当初（水揚価格

1500円／㎏）の約３～４倍の4500～6000円／㎏前後で安

定している。つまり，１日当たり10万円位の安定した収

入が保証されることになり，アカザエビは当該漁業者に

とって重要な水産資源になっている。 

 アカザエビに関する研究は，資源量の推定（清水ら

1984）や漁具性能（三谷ら1984），餌料効果（三谷ら

1984）の側面から追及されているが，いまだアカザエビ

の生態は明らかにされていないところが多い。 

 筆者のうち長井町漁協に所属する藤井らは深海篭網漁

業に従事する傍ら，抱卵アカザエビを飼育し，卵の発生

過程や孵化幼生の成長を観察した。観察記録はやや巨視

的ではあるが，我国では，この種の孵化幼生を１ヶ月に

わたって飼育した事例はなく，アカザエビの資源管理や

種苗生産を行う上に貴重な研究成果であると考えられた

ので，ここにその結果を報告する。 

 なお，筆者のうち，武田は稚エビの形態的特性とその

スケッチを，三谷は卵の発生過程と本報全体を取り纒め

た。 

 

材料と方法 
 アカザエビの飼育は1982年１月14日から同年３月25日

まで行われた。飼育は，試験当初神奈川県水産試験場内

で図１に示した装置を用いて行ったが，飼育観察が主に

一日の篭網漁終了後の夜間であるため，長井漁港から遠

い試験場では不便が生じ，後日，自宅（横須賀市長井

町）で図２に示した装置を用いて行った。 

 抱卵エビはすべて相模湾で漁獲され，漁獲直後に漁船

の魚艙に入れられ，帰港後直ちに飼育水槽に収容された。

使用した抱卵エビは，卵の観察実験では11尾，孵化幼生

の飼育実験では10尾であった。これらの抱卵エビの大き

さは概略全長15㎝位であったが，生物測定は卵等への悪 
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図２ 横須賀市長井町で使用したアカザエビ飼育装置 

 

影響が懸念されたので行われなかった。 

 餌は，試験当初マイワシの切り身を使用したが，後日，

水の汚れと栄養価を考慮してアサリの剥き身をボイルし

たものを細かく裁断して使用した。餌は３日に一度与え，

食べ残しは翌日取り上げた。 

 飼育水温は，神奈川県水産試験場内の水槽では13～

16℃の範囲，自宅の水槽では７～17℃の範囲であった。 

 卵の観察は，原則として１週間に一度抱卵エビを水槽

から取り出して行われた。卵は観察時に適宜適当量を採

取して５％ホルマリン溶液に固定された。孵化後の幼体

は，孵化直後，７日目，13日目，25日目に数個体ずつ固

定された。 

 

結果および考察 
卵の発生段階 

 1)色彩・色調 漁獲直後にみられるアカザエビ卵は濃

い青色のものから水色のもの，橙色のものまで種々の色

彩をもっている。この色彩をＣＯＴ1)の色票から求める

と，卵の色彩は広い範囲に渡っていたので，卵の発生段

階を色彩・色調からみて次の４段階に区分した。 

 

発生段階 色彩・色調 修正マルセル記号 

A Stage 濃 い 青 色 0.5 PB 3.0/11.9 

B Stage 薄 い 青 色 8   BG 6.0/ 9.6 

C Stage 水   色 5   B 6.4/11.1 

D Stage 橙   色 2.5 YR 5.7/11.8 

 

 抱卵エビ11尾の観察結果を表１に，また，各発生段階

における卵の色彩・色調の一例を写真１に示した。 

 1月14日には，濃い青色の卵をもつアカザエビが７個体，

薄い青色のものが４個体であったが，10日後には，濃い

青色をもつ卵の一部は薄い青色に，薄い青色の卵は水色

に変わった。さらに，25日後には，前者の卵は水色に，

後者の卵は 橙色に変わった。しかし，１月14日に濃い

青色の卵をもった個体のうち，１個体の卵の色調は35日

経過してもほとんど変わらなかった。アカザエビに近 

 

表１ 卵の観察結果 
 

 14 Jan. 24 Jan. 18 Feb. 

抱卵エビNo１ 濃い青色 青  色 薄い青色 

２ 〃 薄い青色 水  色 

３ 〃 〃 ― 

４ 〃 〃 水  色 

５ 〃 青  色 薄い青色 

６ 〃 〃 〃 

７ 〃 〃 青  色 

８ 薄い青色 水  色 橙  色 

９ 〃 〃 〃 

10 〃 〃 ― 

11 〃 〃 橙  色 

 

注)-:抱卵数が非常に少なくなったため観察を中止した。 
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縁種のミナミアカザエビの卵は，発生初期のものでは鮮

かな青色を呈しているが，発生が進むにつれて青色の卵

黄が吸収されて淡青色に変わり，やがて，胚体中に赤色

素が出現するために孵化間近のものではピンク色に変わ

ることが知られている。（内田・道津1973）。この観察を

考慮すると，アカザエビ卵の色彩・色調の変化は卵の発

生経過によるものと考えられた。 

 2)発生段階別経過時間 A Stageの卵の時期は，表１

に示した11個体の中で，標本番号No７の親エビが最も長

く，その期間は最低35日以上必要であった。この段階を

過ぎた卵は薄い青色のB Stageとなるが，No２，４の親

エビの卵からその期間を求めると，最低25日，最高33日

必要となる。同様に，C Stageの期問も最低25日，最高

33日必要である。さらに，次のD Stageは孵化幼生の頃

で述べるように孵化の間近い卵で，この期間は短い。 

 これらのことから，アカザエビの卵は橙色になるまで

最低85日を要し，橙色の期間を含めると，孵化するまで

に90日以上の期間が必要になる。 

 3)形状と大きさ 実態顕微鏡下でスケッチしたアカザ

エビ卵の形状を図３に示した。A Stage における卵の形 

 

 

 

図３ アカザエビ卵の発生段階別形状 

   Ａ―Ｄ'：発生段階，スケール：1㎜ 

 

状はほぼ真円球であるが，発生が進むにつれ楕円球にな

る。C Stageでは，発眼が認められ，孵化直前では，楕

円球の極側に孵化幼生の吻端が露出する。 

 発生段階別卵の大きさを図４に示した。卵の大きさは，

真円球では直径，楕円球では長径で表わした。A Stage

の卵では平均直径2.15㎜，B Stageの卵では平均直径

2.14㎜，C Stageの卵では平均長径2.71㎜，D Stageの卵

では平均長径3.46㎜，孵化直前の卵では平均長径3.60㎜

であった。卵の発生が進むにしたがって，卵は大きくな

った。 

 発生に伴うアカザエビ卵の形状の変化はミナミアカザ

エビの場合（内田・道津1973）と同じであるが，卵の大

きさは異なっている。すなわち，ミナミアカザエビでは

発生初期の卵は直径約1.8㎜，孵化直前では長径約2.5㎜， 

発 生 段 階 

図４ アカザエビ卵の発生段階別大きさ 

   ●：平均値，―：標準偏差 

 

短径約2.0㎜であるから，本報のアカザエビ卵はミナミ

アカザエビの卵に比べてA Stageで約O.4㎜，D Stageで

約1.6㎜大きいことがわかる。 

孵化幼生及び稚エビの形態 孵化幼生の成長に伴う形態

的変化を解明するため，D Stageの卵をもつ親エビを採

集し，孵化後の幼生を飼育した。抱卵エビの採集日と幼

生の孵化日とその後の経過を表２に示した。 

 

表２ D Stage卵をもつ親エビの採集日と幼生の孵化日 

 採 集 日 孵 化 日 飼育終了日 飼育日数 

抱卵エビNo1 20 Jan. 24 Jan. 24 Jan. 1 

2 20 Jan. 27 Jan. 27 Jan. 1 

3 27 Jan. 31 Jan.～ 3 Feb.  3 Feb. 1 

4  5 Feb. 8 Feb.  8 Feb. 1 

5  8 Feb. 9 Feb.～11 Feb  5 Mar. 25 

6  9 Feb. 10 Feb.～11 Feb.  5 Mar. 25 

7  7 Mar. 10 Mar. 10 Mar. 1 

8 12 Mar. 12 Mar. 25 Mar. 13 

 

 幼生の孵化は，最も短いもので抱卵エビを採集した当

日にみられ，最も長いものでは１週間後に認められた。 

 卵はプリゾエア期で孵化し，額角の先端から尾節の後

端にいたる全長は約8.5㎜である。本種のプリゾエア期

幼生はすでにOya（1986）により記載されており，５個

体の測定は甲長2.0～2.4㎜，体長7.2～7.9㎜である。ま

た，近縁のミナミアカザエビのプリゾエア期幼生は内

田・道津（1973）により記載されていて，10個体の測定

は甲長1.7～1.9mm，体長5.9～6.3mmである。これらの測

定値においては，体長に額角長が含められているかどう

か不明であるが，いずれにしても本種のプリゾエアの方 
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がミナミアカザエビのプリゾエアよりも明らかに大きい。

これは，前述したようにアカザエビの卵の方がミナミア

カザエビの卵よりも大きいためである。 

 これらの両種はプリゾエアの大きさだけでなく，Oya

（1986）がすでに指摘しているように，外部形態も明ら

かに異なる。すなわち，ミナミアカザエビのプリゾエア

では第２～５腹節の背正中部後端にそれぞれ１本ずつ鋭

い棘があるが，本種の腹部には棘がない。 

 今回の飼育に際して，孵化後７日目に固定した標本の

甲および腹部の側面，尾扇，第１および第２触角，第１，

第５胸脚を図５に示した。標本は５個体で，額角を含め

た甲長は4.6～4.8㎜，額角先端から尾節後端までの体長

は10.2～11.Ommである。この標本は，尾節の形態がプリ

ゾエアにおける形態を留めておらず，尾節の先端は中央

の浅い切れ込みで２葉に分かれ，各葉は丸みを帯びてい

る。 

 内田・道津（1973）によれば，ミナミアカザエビの尾

部の発達は以下のようである。第１ゾエアの尾節はプリ

ゾエアの場合とほとんど変わらないが，明らかに分節し，

皮下に尾肢の原基が観察されるようになる。続いて第２

ゾエアになると，尾肢が尾節から分離する。メガロパは

ゾエアと形態的に大きな変化がないが，尾肢の内肢，外

肢とも良く発達する。第１稚エビになると，尾節の形態

が著しく変化し，成体のものに近くなる。 

 このようなミナミアカザエビの尾部の発達過程と比較

して，７日目に固定した本種の標本は，すでにメガロパ

期を終わっており，稚エビ期に入っていることが明らか

である。その後，13日目，25日目に固定した標本も形態

上の変化は認められない。７日目の標本では甲の石灰化

が弱く，眼柄が太く短いなど全体に弱々しく，また，腹

部背面の浮き彫り模様がほとんど認められないことから，

メガロパから変態したばかりの第１稚エビと考えられる。

13日目の標本では腹部背面の浮き彫り模様は顕微鏡下で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わずかに認められ，25日目の標本では，明瞭とは言えな

いまでも，溝を観察することができる。 

 内田・道津（1973）によれば，ミナミアカザエビのプ

リゾエアは数時間，第１ゾエアは１日，第２ゾエアは３

日，メガロパは５日，全幼生期間は約９日間である。こ

の結果はプラインシュリンプを餌とし，水温20℃で飼育

したもので，本種の場合と必ずしも飼育条件が同じでは

ないが，７日目に固定した標本がすでに稚エビに達して

いることから，本種の幼生期間も短いものと観察される。 
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図５ 孵化後７日目の稚エビ 

Ａ：甲， Ｂ：腹部（腹肢を除く）， 

Ｃ：尾扇（尾節と尾肢）， Ｄ：第１触角， 

Ｅ：第２触角， Ｆ―Ｊ：第１―５胸脚， 

スケール１＝１㎜（Ａ），スケール２＝１㎜， 

スケール３＝１㎜（Ｃ―Ｅ），２㎜（Ｆ―Ｊ）．



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１―１ 抱卵中のアカザエビと卵の発生段階別色彩・色調 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１―２ A Stageのアカザエビ卵 
 



   

 

写真１―３ B Stageのアカザエビ卵 
 



 

 

 

写真１―４ C Stageのアカザエビ卵 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１―５ D Stageのアカザエビ卵 
 

 

 


